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京都帝大教授　山　　本　　一　．、．U
　1937年6月4日（金曜日）
　天氣は，朝のうち曇り，午後に晴れ，夜に叉曇りといふわけで，未だ心配で
ある．今日，デアンデiラス中佐からクロノグラフを子午線室に借りることに
した．シ1メンス製のもので，ペンが3憾あり，甚だ新しく，使ひ易いもので
ある．
　柴田，堀井園圃は今日から練習かたがた太陽面の爲眞を撮り始める．尚ほ我
が臼木隊の設備ば殆んど完成したので，今日16時を期し，全艦として日食観測
の練習をすることにした．ペル1除の杢員を1招いて見饗せしめることにした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので，定刻まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にガルシや馬長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　始め，ロセンブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラト孝女授，ロタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルデ大佐，デァ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンデ】ラス中佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　其の他事名，打
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち揃って來観し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た．我々は三人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のぽかに，清廣
　　　　　山本博・1：の操作fe見學ずるペル1隊の人々　一．一．一）氏が自分の活動
寓眞のハンドル昏昏係りとなり，橋本君は時計係りとなる．一一一　as習後，自分
の活動器械の三脚の一つが床上にたって，一時は皆驚いたが，すぐ当れは大工
に直して貰った．日本隙の練習後，自分はデアデ1ラス中佐と’2人きりで，ベ
ル1除のプログラムと人員部署について懇談を途げた．
米國・丁ドスコンシン大學のステピンス教授が軍猫で日食槻測のため卒秘，本日
サラベリ港に上陸，奥地に向つた由．
6月5日（土曜日）
88 米　洲　行　日　誌 天界201
　朝は曇りであったが，午後からは美しく晴れて，天氣は之れで定型となった
！　ロタルデ大佐の豫言が當るのらしい．皆：喜色が顔に現はれてるる．自分は
朝9時トルビ1ヨ市の日本入小二三へ行って，職員生徒一同に回る日食の話を
三軍．になし，それから十時にワンチャコに着ヤ・た．10時牛にペル1除の全員の
ために観測分櫓の相談をまとめた．皆々大なる希望を持って，午後には練習を
やることを約束をする．
　午後，米雷除のフ1シや除長と記入3人（ワシントン海軍天文藁のリウイス夫
人，フ，シや夫人，書家ミス・ジョンソン）とが此のワンチャコに來着した．日
二二隊各人に挨拶の後，フrシや氏は早速この屋．しに馳け上って，ペル1隊の
　tt　7’T’　tT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤道儀を中心と
　　　　　　　　　嚥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して，いろいろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な人を立たせた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，列べたりし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て活動爲眞を撮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り始める．始め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は皆珍らしいの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で面白がつてゐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たが，膝りにし
　　　　　　　ブイシや博士の多忙「な活動ぷvJ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つこいので，少
々いやがられ，ヌ，之れによって米國隊（或は除長）のペル1へやって來た目的が
眞面目な研究云云のためといふよりも，むしろ二二と實利のためであるらしい
ことが知れて來たので，・タルデ大佐等は大に迷惑がり，ガルシや博士等も“吾
々はホリウドのスタ1のやうだ”と苦笑するに至った。實際，米國隊は“Hay－
den　Planetarium－Grace　Expedition”といふ名で來てるるので，學術をグシに
した宣傳と三三のためであること明らかである．
　フィシや氏が籐りにしつこく二三を撮るので，16時から始める筈のペルー除
の槻測練習が少しく逞れたが，しかし，逞れても皆極めて熱心に練習をした．
ロタルデ大佐が時計係り，デアンデ1ラス中佐が號令かけ，3ζ，プロミネンス
を眼硯観測する．スワレス少佐はコロナの眼覗観測，ガルシや博士とダビラ君
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は外部コロナの云云撮影，ガマラ博士はコロナの窩生，ロセンブラト，モンへ
爾教授等は陰影帯の観測，モスタホ教授は一般氣象観測といふ役割である．
　ワンチャコの部落が日食のために漸次有名となり，人の來往も多くなるので，
数日前から“Resfaurante　del　Eclipse”（日食食堂）といふものが群賊，ペル1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の観測除は毎日の晩餐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を此の食堂で食べてゐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．吾々は幸ひ・にトル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビョの日本人會の御蔭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で観測所内の臨時食堂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で凡ての食事をしてゐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るが，・今日だけは珍ら
　　　　　　賑ふワンチャコの濱邊　　　　　　　しい経験のためとして
171際から5人が打ち揃って村の止ヒの“日食食堂等’X＼行った．
　夜，よく晴れたので，喜び勇んで二度のll卿！1回した．標準時刻はペル1隊の
方でワシントンの無線報時を取って呉れるので，好都合である．
　6月6日（日曜日）
　ノぐ氣は，すっかり標準型となった！此のワンチャコで，吾々が如何に仕事を
してみるか，日秘米の3ヶの観測除の模様や，忌地官民r協力の有様など，是非
見て貰ひたいと思ひ，リマの藤村領事とラルコ名望領事あてに，心乱されるや
う電報を出した．
　11時，日誌爾槻測隊員全部列席して，臨時槻測所の玄關に於ける爾國一旗掲揚
1－kを1そ＝了β｝．　トルヒヨカ・
ら三三隊が回るし，日　　　　　　　　　・　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　ロ本人小學校生徒が來て一　　繍繍
　　　　　　　　　　　射
ガルシや氏と自分とに
花束を貝雪ら2しるやら
中々の盛況であった．
見物人も藪百人あり，
村の未亭亭の盛儀であ
、?????? ???????????
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つた．14時からペル1隊長ガルシや博士主催の記念午餐會がトルビヨ市の
crub　Centra1で開かれ，吾々3人も招かれ，出席した・しかし之れは案外に時
　　∵・・∴戸：㌧1論∴繍。∴嘉・
　　『爆∴顧：．妻1外署毒叩㌦
綴織鱗醗：
》欝：ll；｛：澱1欝灘爵
盤〆』㌔…ハ艦讐
漏無鋭嚢饗，鉱
．諮∵協’構鍵
　　・・壁ヤ．．・．一，v渉鰯．．》
　　　‘‘南＋字架”星座
今日も天際は快晴！
聞がかsり，食事を絡って槻測所へ麟
つたのは17時過ぎであったので驚い
た．日没の時刻に，鎖国爾槻測除は叉
それぞれ練習をした．それから，晩に
は昨日の如く自分が経度の観測をやっ
た．術，之れも絡つ■，22時頃から赤
道儀姦により，試験的に星野の廣角爲
眞を撮った．一つは南十架星座，他の
一一ﾂは蜴星座の南端．
　朝9時，リマのオルベゴソ氏が來幸
したので，望遠レンズによるコロナの
活動撮影方法を読明する．
　6月7H（月曜日）
　　　　　　　　　　“少し良過ぎる”と言って，却って明日のために心配す
る人があるくらゐ．9時，トルビヨ市San　Juan中軸校教師の來宿を求め，コ・
ナの眼親槻測用紙を渡
して協力を要請した．
9時雫，宿を出登，ワン
チャコに行き，V、よいよ
明日に迫った日食観測
のため，準備と練習を
鋤む．リマから岸，早
坂，池山，榊，伊集諸
氏も來着．
　夜も快晴天を利用し
て経度槻測をした。万謝．遽：近より引しき來観者
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事O．K．！！
　6月8日（火曜日）
　思はすも早く眼がさめ，皆，外にHlて，氣にかsる室を眺める．室は寧ろ晴
れてみない．しかし吾々は心配しない．之れが日高氏の言ふ“定型的”の露な
のだから，大きい望みを持ちつ与9時にはワンチャコに行く．蓮中，チャンチャン
遺跡あたりから海の彼方を見ると，沖の方に例の低い鱗雲がある．山の手は積
　　　　・　　　　　　　　　　　　　　「　tt：雲，之れも型の通り．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今日は朝から，トル?
?
　　　　　　此　の　日　の　群　集
ワンチャコまで警備に來てくれる．人も馬も，車も，皆ワンチャコへ，
へ！
　観測所でも，今日は早くから皆緊張してみる．玄關を二重に警乱して，観測
に幽幽ある人々と，其の他，特別な來賓でなければ絶封に入場させないことに
した．
　天氣は午後早々軽羅が見え始め，14時頃からば理想的の快晴となって了つた
！　正に典型的の天氣模様である！　最後まで天氣を心配し二けたロセンブラ
ト教授も，之で奈く安　「tt　　　　　　　　1　ttt［『　tt　　　　t’t
　，
心したらしい．15時頃
三二前庭に机や腰掛け
を持ち出して，陰影帯
槻測の陣を張った．
　さて，愈々16時より
第1接鰯の槻弓部署に
つき，橋本，ロタルデ
爾氏の時刻讃み勇まし
モヨ全市も浮き立って
るる．幾千の人々がワ
ンチャコへと急ぐ．軍隊
も全部出動して，20粁
の途中演習をしつ」，
　　　　　ワンチ＋コ
太陽が欠ける！欠けろ：！
繍
9？　　　　　　　　　　　　　　来　洲　行　日　誌　　　　　　　　　　　天界201
く，同15分，正しく接燭現象が観測された！　米暦による回報より数秒おくれ
てみるが，之れは始めから豫想に近V・のである．
　塞の心配は最早や絶封に無い．風も微かである．部分食が進むので，場外の
一・ﾊ観衆も，どよめきつ」，色ガラスで太陽を見つめる・自分は，ペル1隊を
臨鱗
來　賓　の　人　々　も
聯灘灘議
雛1灘難解蕊
の仕事は煉り，感激と，喜悦．日秘　・’e　’
爾國語で蘇れ声々萬歳が叫tt’れる・べ～、曳．
1欝轍∴議ll
でコロナ篇眞の乾板を持つたまS，　秘，》∵．・
bルビョに遜った．豫め約束して置
訪れて，最後の槍閲を
なし，17時0分から再び
白上の部署についた，
暗さが増す．
　17時10分過ぎから皆
既食懇懇のプログラム
に入り，時計係の呼び
聲の中に一同緊張す
る．自分はファインダ1
で欠け行く太陽を見張
りっし，ベイリ粒の最
犠寵難、
思郷灘！
　　　瀬輿鷲擁・
饗薦．鞭剖，
　ア．マチー昌ヤ．の：人々も
?
???。??????
??…?????，、、，。←?．??????????」???????㌫?、????????????????????
????ー
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いた爲眞師の暗室で，なるべく早く此れ等を現像するためである．其の他一同
は，器械等を一通り片づけた後，19時にトルビヨに蹄宿．21時から自分は日秘
雨観測除員及び官民有力者約30名を
名舞領事館に招いて，観宴を張った．
領事館は今夜屋内屋外に美しい電飾
をした．コロナ爲翼は皆見事に現象
されたので，來賓…同にも之れを紹
介し，早速プリントを始めた．
　6月9日（水曜日）
　朝8時，約束により新聞記者たち
ヘコロナ寓眞のプリントを・一枚つつ
與へ，9時には叉ワンチャコに行って
諸器械の荷作りを始める．
　14時にはトルビヨの聯隊長B中佐
?．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観　測　成　功，萬　歳
の招宴があり，18時にはトルビヨ：大學でガルシや博士の弓術講演，又，20時か
らは同大學総長Meave氏の祝宴があって，此等何れにも吾々は招かれて居た
が，荷作りに忙殺されて，皆止むなく欠席した．此の日麟宿したのは21時であ
った．
　6月10日（木曜日）
　今日も朝9時からワンチャコに行き，先づペル1隊の赤道俄の片付けを手口つ
た・午後は日本側の荷作りも完了したので，14時には蹄宿した．20時からH氏
の招きを受け，吾々仲闇だけで幌宴を張った．
　6月11日（金曜日）
　朝10時，日高氏の案内でチ。ンチャンの遺跡を見に行った．此の有名な遺蹟附
近を，今まで約3週間，毎日ワンチャコへの往復途上に，通過してみたのだけれ
ど，一度もゆっくり見る暇が無かったのであるが，今日始めて一時聞ほどでザ
ツと見ただけだけれど，大に驚嘆した．
　ll時牛から日高氏同道，自分は三二領事の公式車に乗り，トルビョの大學総長
J．Meave氏，二二長D．　F．　Bolognesi氏，縣知事A．　Sologum氏及び市長E。　Iturrl
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氏を歴訪し，當地謡在中の厚誼を謝し，叉，別れの挨拶をした．
　16時，リベルタ州の日本人二二に招かれ，自分は日食に上する講演をした．
文，20時からは日本入會長小出氏宅に招かれ，晩餐を饗せられた．
　6月12日（土曜B）
　今日は永く滞在したトルビ1ヨを出磯する日である．午前中，居室内で手ま
はり品の整理と荷作りをし，叉，散髪などする．正午に御別れの午餐．
　13時に一一同は飛行場に行き，豫定の如く13時牛獲のフオセト機に乗る．乗
り合ひは吾々3人のぽか，橋本，佐藤，岸父子の諸氏で，杢部が日本人である．
又飛行機は有名な第17號機で，先きにブエノスアイレスまで直飛したもの，ボ
ラ㍉の爾側には其の時の大飛行の記念として種々のマ1クが張られてある．凹
地官民有力者や日本人會の人々多鐵に見回られて，首尾よく出磯する・日高氏
は“ニウヨ1クへ門下の時に，叉此の所で御目にかゆませう！”などと言は
れる．
　機上で左右の景色の爲眞など撮りつL飛ぶ．始めは晴天であったが，チンボ
デを過ぎてからは白雲の上を飛び，直飛で，15時50分にリマに着，ホテル・ボ
リゾiに入った．
　聞けば，ノルエi丸が今日カヤオに入港中であると言ふので，柴田，堀井爾
君は岸氏に連れられて早速同般を訪ひ，ク・ノメ1タを依托し，尚ほ船長始め
高級船員たちをリマへ案内して來たので，20時から此等の人々と共に晩餐を共
にした．吾々の器械類は近日四々サラベリ港で此の船に積み込み，帥戸に直罪
する筈である．
　　　　　　　　　南米ペル1より睡臥へ留學生2人來朝
　先般，本愈長京都帝大敏授山本…清博士が南米ペル1國へ皆既日食槻測に出
張したことが機縁となり，今回國際晶晶會の援助によって彼國リV市サンマル
コス大學生2人が七二學研究のため花山天三盛に來朝することとなった．直接
に山本博士の指導を受ける筈．
